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高感度グロー放電質量分析(GD-MS)による極微量成分の迅速定量 

新しい高感度・高分解能 GD-MS による、主に導電性材料中の極微量成分の、固体のままでの

迅速定量技術に関する研究を行っています。  

本技術の内容・特徴 

検出されるイオン強度比を分析元素濃度に変換するための係数である相対感度係数（RSF）を、アルミニウ

ムおよびマグネシウム合金の標準物質を用いて実験的に求め、変化挙動を明らかにし、極微量成分の定量性

向上を図りました。ppb レベル～数%の成分元素、不純物元素を約 30分で一斉に定量できます。 

  

 

 
 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

➋ 

溶解を伴う高純度金属材料の評価に比べ試料

の前処理が簡便 

高電流放電（数十 mA）での高いスパッタ率・

高感度の放電セルによる迅速な定量 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 
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高純度金属を用いた高機能金属製品の開発

支援 

次世代軽金属材料（航空機用マグネシウ

ム・生体用チタンなど）の微量成分評価に

よる先端金属材料開発・加工分野の製品開

発支援 

循環利用材料の評価によるリサイクルビジ

ネスの推進 

 

提供できる支援方法 

 依頼試験 

 オーダーメード開発支援 

 共同研究 

知財関連の状況、文献・資料  

 文献資料 
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http://www.iri-tokyo.jp/joho/seika/h27_youshi/docu

ments/kyoka2_01.pdf 
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表 得られた RSF を用いて測定した各元素の 
分析値と認証値との比較（アルミニウム合金の例） 

図 二重収束型高感度 GD-MS 分析装置の構成模式図 
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